
鳴門市内の小中学校では、今年度、授業時数の見直しを行い、週２日、５時間授業の日を設定していま
す。児童放課後、教員の「事務的な業務に専念する時間」を確保し、長時間勤務の抑制を目指しています。

「授業時数の見直し｣ （鳴門市）

授業時数を十分に確保しながら、鳴門市内のほぼ全ての小・中学校で
小学４年生から中学３年生までの１週間あたりの授業時数を｢29時間｣から｢28時間｣に１時間減！

○児童生徒の実態を踏まえつつ、各学校の指導体制に見合った授業時数を設定する必要がある

○災害や流行性疾患による学級閉鎖等の不測の事態に備えることのみを過剰に意識して
 標準授業時数を大幅に上回って教育課程を編成する必要はない

○学校における働き方改革にも配慮した対応を検討することが重要
（令和5年4月21日・文科省資料事務連絡「令和4年度公立小・中学校等における教育課程の編成・実施状況調査の結果について」より抜粋）

とくしまの学校における働き方改革通信

  ～うぇるびーいんぐ～ Vol.31 取組の柱《２》 業務改善の更なる推進 ★県内の先進事例

教育課程の編成・実施における留意事項

教育課程（校時表
や授業時数等）の
見直しは校長権限で

できます。

【参考】月平均「時間外在校等時間」の変化
（鳴門市内の小・中学校）

小・中学校ともに全ての月で減少が見られます！

＜ 小 学 校 ＞
 R５   R6

４月 45.0ｈ ⇒ 41.1ｈ
５月 47.8ｈ ⇒ 44.4ｈ
６月 49.0ｈ ⇒ 39.9ｈ
７月 31.9ｈ ⇒ 28.3ｈ

＜ 中 学 校 ＞
 R５   R6

４月 58.9ｈ ⇒ 57.8ｈ
５月 71.0ｈ ⇒ 62.1ｈ
６月 63.1ｈ ⇒ 58.1ｈ
７月 52.7ｈ ⇒ 50.6ｈ

※第１回働き方改革推進チーム会議より

Vol.25で
紹介させて
いただいた
取組ですが、
その効果が
大きいため、
続報をお
知らします。
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